[image: image1.png]



[image: image2.emf] 

ﾁｪｯｸ  




　　

＊　可能であれば、施設入口に避難所運営ボックスまたは備蓄庫からアルコール消毒液を設置し、
　　非接触体温計を準備します。ただし、混乱が予想されるため、まず避難者の収容を優先します。




＊　最初は避難者カードの記載の必要はありません。おおむねの人数を把握してください。
避難者の詳しい情報は落ち着いてから調査します。



＊　けが人などは早急に対応が必要な場合もありますので、呼びかけにより把握します。
＊　発熱や咳等の症状のある人・感染症の疑いがある人はこの時点で検温を行い、別室（シートA参照）への誘導や症状のない人との一定の距離を確保します。詳細は「マニュアル　感染症対策編」を参照。なお、混乱を避けるため大声での呼びかけは避けましょう。


＊　避難できない方などの情報については、各自治会長などからの報告により把握し、必要に応じて市職員が区災害対策本部（健康福祉班）へ連絡します。


＊　避難者名簿の作成前は、把握したおおむねの人数と、記載可能な内容を報告します。
＊　病人や逃げ遅れなどの情報は、必要に応じてその都度報告します。







＊　避難所運営ボックスは，主に市職員が準備します。
＊　避難所運営ボックス内の「避難者カード」・「避難者名簿」を取り出します。
＊　非接触体温計及びアルコール消毒液を準備します。
　　

＊　机は（　　　　　　　　　　），イスは（　　　　　　　　　）から持ってきます。
＊　避難者が必ず通る場所など，避難者の動きを把握しやすい場所に受付を設置します。
＊　受付を行うスタッフや市職員は感染症対策を講じます。



＊　避難所にとどまる人には、記入し提出してもらいます（避難者）。
＊　帰宅するが、食料などの支援を希望する方も同様に記入してもらいます。（在宅避難者）

＊　避難者カードは１家族（または世帯）で1枚記入してもらいます。



＊　避難者と在宅避難者のカードを分けて整理すると管理しやすくなります。
＊　個人情報が含まれますので，基本的に市職員が保管します。
＊　避難者から安否確認の問い合わせが多いため，検索しやすいように整理します。
＊　発熱や症状のある人は、別室（シートA参照）に誘導するなど対応します。


＊　避難者の集計ができ次第，市職員に伝達し，避難状況を報告します。
＊　病院や福祉施設などへの搬送・必要性についても，その都度報告します。




～　名簿作成後は、以下に留意して避難者の把握を継続してください　～



◇　入所者には「避難者カード」を配り、記入してもらいます。
＊１家族（または世帯）で1枚記入してもらいます。
◇　記入されたカードを回収し、「避難者名簿」に記載します。 
◇　非接触体温計を使用し、検温を行います。発熱や咳等の症状のある人・感染症の疑　

いがある人は、症状のない人と接しないよう別室（シートA参照）に誘導します。
＊症状のない人をどの部屋に入所してもらうか決定します。
◇　回収したカードは（　　　　　　　　　　　　　　　）ごとにまとめて管理します。
◇　一時的な外出・外泊の管理をします。外出者に戻る時期や連絡先を確認し，「外出者
管理簿」に記載します。
　　　◇　退所者には必ず申し出てもらい、退所したことを名簿にメモします。
◇　退所者の避難者カードは別に整理しておきます。

＊退所後に安否確認や郵便物の送付があった場合に、それを使って対応します。
※　パソコン等あれば避難者名簿や外出状況をデータで管理できるため有効です。



◇　支援が必要な在宅避難者は「避難者カード」を記入してもらいます。
◇　記入されたカードを回収し、避難者名簿とは別に名簿をまとめます。



＊市職員に伝達し，避難状況を報告します。
＊避難者の数に変化がなくても１日１回など定期的に報告を実施します。 
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ﾁｪｯｸ   →   継続  





避難者の把握①「避難者数の把握」








Ｂ－①





総務班





★　以下の目的のため、避難所に誰が避難しているかを把握します。


○　安否の確認（家族などの安否確認に訪れた方へ対応する）


○　食料の確保（必要な物や、必要な量を適正に把握する）


○　避難者支援（全ての避難者に行政などの支援を行き届ける）　…など


★　最終的には名簿を作成して避難者の入退所を管理します。


★　Ｂ-①②③を活用し、避難者の把握を実施してください。











例：自治会ごと


　　班ごと　　など





人数を集計しやすいよう、避難所内では（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）に一定の間隔を空けながらまとまってもらいます。





例：各自治会の代表者がまとめる


　　簡易避難者カードを配って把握するなど





避難者の人数の確認を行います。人数の確認は、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）の方法で行います。





人数の確認にあわせて、けが人や病人などの情報を確認します。あわせて


発熱や咳等の症状のある人・感染症の疑いがある人は別室へ誘導します。





地域で逃げ遅れた方や、避難できない方などがいるか情報を確認します。





市職員実施





避難者数「避難所状況報告書」にまとめ、区災害対策本部（健康福祉班）へ報告します。





避難所状況報告書





資料編











 





※　人数を確認後、最初の混雑が収まりはじめたら、


名簿の作成へと段階を進めましょう。・・・・・「Ｂ-②」へ





―７―








避難者の把握②　「受付の設置・避難者名簿の作成」








Ｂ－②





総務班





設置している場所を記載





避難所運営ボックスを（　　　　　　　　　　　　　　　　　）から準備します





避難所名簿





資料編





避難者カード





資料編





部屋割り図面であらかじめ決めた場所





収容が落ち着いたら，（　　　　　　　　　　　　　　　　）に受付の設置をします。





例：各自治会長や役員，各自治会の班長


※上記対応者がいない場合は柔軟に対応





受付の設置が済んだら、避難者に「避難者カード」を記入してもらいます。


避難者カードは総務班⇒（　　　　　　　　　）⇒避難者の流れで配布します。





例：各自治会，五十音順　など





記入された避難者カードを回収します。回収したら（　　　　　　　　　　　　　　）ごとに分けて整理します。あわせて検温を行います。





市職員実施





避難者数は、避難所状況報告書にまとめ、区災害対策本部（健康福祉班）へ報告します。





避難所状況報告書





資料編





＊　避難者名簿作成後、避難所での避難者の把握については


「Ｂ-③」に記載の事項を繰り返し実施しましょう。・・・・・「Ｂ-③」へ





―８―








避難者の把握③「入退所者の管理」








Ｂ－③





総務班





避難者の入退所を管理します。





避難者カード





資料編





避難者名簿





資料編





外出者管理簿





資料編





在宅避難者の状況を整理します。





避難者カード





資料編





避難者名簿





資料編





市職員実施





避難者数は、避難所状況報告書にまとめ、以後も定期的に区災害対策本部（健康福祉班）へ報告します。





避難所状況報告書





資料編





シートＢはここで終了です。上記に留意して、避難所閉鎖まで継続してください。





―９―





―１０―








